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形 状加工ワイ シャツ の取扱い につ いて

〇山 本恭子 ’前島 雅子‘

（･ 千葉大教育）

目的　 形状 加工製品の 特性の耐久 性に注目して 、 着用・洗 濯による変化 を 調べ。合理 的

な取扱 い方法 を検討した。

実 験方 法　４銘柄の形 状加工ワイ シャツ （綿100× 1 種と綿/PET 混 紡品３種） を家庭で延

べ30回 まで繰 り返し着用 ・洗濯し たもの を試料とし て、布 地の物理 特性（厚さ 、重量 、含

気 率、剛 軟度 、防しわ度 ）の測定 と外 観（ 型崩れ 、白さ。光 沢） の判定ま たは測定を 行い

、Dsc 測定 （セイ コーDSC S2 型 ）お よびＡＴ Ｒ 法によるFT  I R 測定の結果 を併せて 、

未 使用の原製 品に対 する変 化の 動向を調 べた。

結果　繰り 返し 着用・ 洗濯15回 および30 回の試 料の未使用 原製品 との比較 は以 下のよ う

になった。 全製品で、重 量変化 はほと んどないが、 若干 の厚 さないし 含気 率の増加を 認め

た。 著しい 収縮はないが 。防し わ度は 低下 する。 生なり 色製品を除 いて わずかに黒ず みの

傾向が見ら れた。混紡品で は剛 軟度の低下 が認め られた。綿lOOX は 写真判定 にお いて 若干

の襟の型崩 れが見られ、 袖プリ ーツ保持性 もやや劣 る。Dscai 定で は、 綿lOOX 品で 水蒸

発ピー クの低下傾向。 混紡品で △H 。 およ びT 。 の僅減 とT. の 僅増を見 だし た. FTIRill

定において は綿lOOX 品で3200CII-'ピー クの低波数 側への移行 傾向そ の他を 認めた。
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暑熱暴露に対する乳幼児の発汗・皮膚温調節能

○斜木祐里゛　都築和代̈ 　 田村照子゛

＊文化女大家政　¨ 生命工学工業技術研究所

【目的】本研究では、乳幼児を対象として、暑熱時の人体からの水分蒸発量とその分布、

環境温度変化に対する皮膚温の調節反応を中心とした乳幼児の体温調節能を検討し、乳幼

児服設計の指針を得ようと考えた。

【方法】被験者は、2 歳男女児各２名と成人女子2 名である。隣接する２室の人工気候室

において。体表14ヵ所（前額、胸、上腹、下腹、背･、腰、上腕、前腕、手掌、手背、大腿、

下腿前後、足背）の水分蒸発量および、皮膚温(10 点）と直腸温を測定した。環境条件は

Ａ室：28℃,   B室:31.   34，37℃、湿度35％RH一定とした。被験者はセミヌードで、部屋

の移動以外はほぼ椅座位で安静状態を保っていた。水分蒸発量の測定にはエバポリメータ

を用い、各環境暴露後20分から測定を開始し、1 ヵ所につき２秒間隔で30秒間の蒸発量を

記録した。皮膚温と直腸温はサーミスタ温度計を用い、30秒間隔で連続的に測定した。

【結果】1 ）水分蒸発量の結果を文化女子大学成人女子の結果と比較すると、気温28℃の

場合、体幹部については乳幼児と成人の差は見られなかったが、四肢部では乳幼児の方が

若干高かった。34,  37℃下では、乳幼児の平均発汗量が成人より大で、特に上肢発汗量が

成人に比べて顕著に大なることが示された。　2 ）環m 変化による皮膚温変化は、成人の

場合、いずれの条件下においても反応が明瞭であったが、乳幼児は反応が緩慢かつ小さい

傾向にあり、発汗に伴う一過性の強い皮膚温低下が観察された。　３）直腸温の変動は、

両郡ともに僅少であった。
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